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　子供の頃の山歩き体験は良く伝わります。作品としての掘り下げはもう少し欲し
いところです。

知
ら
な
い
の
だ
、
今
の
子
た
ち
は

�

石
塚　

英
希

子
ど
も
の
頃
、
よ
く
歩
き
に
来
た
、
公
園
。

山
を
切
り
開
い
て
、
山
に
囲
ま
れ
た
、
公
園
。

そ
こ
に
あ
る
山
道
を
、
よ
く
歩
き
に
来
た
。

あ
る
と
き
は
、
一
人
で
。

あ
る
と
き
は
、
三
人
で
。

あ
る
と
き
は
、
好
き
な
人
を
つ
れ
て
。

大
人
に
な
っ
て
、
歩
き
に
来
た
。

も
う
、
歩
け
な
か
っ
た
。

右
も
左
も
、ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ
て
、入
れ
な
か
っ
た
。

知
ら
な
い
の
だ
、
今
の
子
た
ち
は
。

こ
の
道
を
歩
く
喜
び
も
、
わ
く
わ
く
も
。

落
ち
そ
う
に
な
る
ど
き
ど
き
も
、
ひ
や
ひ
や
も
。

こ
ろ
び
そ
う
な
あ
の
子
の
手
を
と
っ
て
進
む

と
き
め
き
も
、
み
ず
み
ず
し
さ
も
。

知
ら
な
い
の
だ
、
今
の
子
た
ち
は
。
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本
納
駅
よ
り
東
へ
四
キ
ロ
程
行
っ

た
北
塚
に
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

「
白し

ら

山や
ま

比ひ

咩め

神
社
」が
鎮
座
し
て
い
る
。

祭
神
は
菊く

く
理り

媛
ひ
め
の
命み
こ
とで
、
創
立
は
慶
長

三
年（
一
五
九
八
）と
さ
れ
、
加
賀
国

白
山
比
咩
神
社
（
石
川
県
石
川
郡
）か

ら
勧
請
さ
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
神
社
を
網
羅
し
て
い
る
「
千

葉
県
神
社
名
鑑
」
に
依
る
と
、「
比
咩
」

と
付
く
神
社
名
は
こ
こ
と
蘇
我
比
咩

神
社（
千
葉
市
）と
高
津
比
咩
神
社（
八

千
代
市
）の
三
社
の
み
で
あ
る
。
蘇
我

比
咩
神
社
と
高
津
比
咩
神
社
の
諸
祭

神
の
中
に
は
菊
理
媛
命
は
見
あ
た
ら

な
い
。

　

菊
理
媛
命（
神
）は
様
々
な
名
で
表

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
菊
理
比ひ

賣め

命
、

菊
理
姫
命
、
菊
理
比
咩
命
、
白し

ら
山や
ま

姫
ひ
め
の

命み
こ
と、
白は
く
山さ
ん

比
ひ
め
の

咩
み
こ
と
命（
神
）な
ど
が
あ

る
が
皆
同
一
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
姫
、

媛
、
比
売
に
相
当
す
る
語
は
比
咩
と
表

現
さ
れ
、
特
殊
な
字
を
当
て
て
い
る
。

咩（
哶
と
同
字
）は
羊
が
鳴
く
声
を
表

す
中
国
語
か
ら
由
来
し
て
い
る
。
こ

の
比
咩
と
い
う
字
は「
広
辞
苑
」や「
大

辞
林
」
に
は
記
載
が
無
く
、
神
名
や

神
社
名
の
み
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

　

白
山
は
岐
阜
県
と
石
川
県
に
ま
た

が
る
火
山
で
、
古
く
か
ら
山
岳
霊
場
の

山
と
さ
れ
て
い
る
。
白
山
は
御ご

前ぜ
ん
ヶが

峰み
ね
、
大お
お

汝な
ん
じ、
剣
ヶ
峰
の
い
わ
ゆ
る
三

ノ
峰
の
総
称
で
あ
る
。
富
士
山
と
立た

て

山や
ま

と
と
も
に
日
本
三
名
山
の
一
つ
で
、

春
夏
秋
冬
問
わ
ず
常
に
白
雪
を
冠
し

て
い
る
こ
と
か
ら
白
山
と
呼
ば
れ
る
。

　

県
内
の
白
山
神
社
は
全
部
で
三
十

一
社
も
あ
る
。
菊
理
媛
命
が
祀
ら
れ

て
い
る
白
山
神
社
は
八
社
、
白
山
姫

命
が
六
社
、
そ
の
他
の
祭
神
は
七
社

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
殿
木
鼻
に
振
り
向
き
獅
子
一
対

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
成
田
山
新
勝

寺
の
釈
迦
堂
（
旧
本
堂
・
安
政
五
年
）

の
扉
彫
刻
「
二
十
四
考
の
図
」
を
手
掛

け
た
島
村
俊
表
と
嫡
男
俊
豊
（
萬
吉
）

の
親
子
共
々
の
作
で
あ
る
。
左
側
の

獅
子
が
俊
表
で
、
右
側
は
俊
豊
の
作

で
あ
り
そ
れ
ら
は
非
常
に
よ
く
似
て

い
る
。

　

向
拝
柱
は
几
帳
面
取
り
の
角
柱
で

地
紋
彫
が
見
ら
れ
、
文
様
は
紗さ

綾や

形

紋
で
あ
る
。

　

俊
表
は
江
戸
島
村
流
の
八
代
目
（
俊

正
も
八
代
目
を
襲
名
）
を
受
け
継
い

で
お
り
、
作
品
は
い
す
み
市
、
勝
浦
市
、

市
原
市
、
東
京
都
、
埼
玉
県
な
ど
に

見
ら
れ
る
。
俊
表
は
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）
勝
浦
の
上
本
町
で
病
死
し
、

享
年
五
十
五
で
あ
っ
た
。

　

俊
豊
の
作
品
は
伊
弉
子
神
社
（
渋

谷
）、
八
幡
神
社
神
輿
（
上
永
吉
）、
皇

産
霊
神
社
（
九
十
九
里
町
）、
い
す
み

市
、
東
京
都
、
埼
玉
県
な
ど
に
見
ら

れ
る
。
俊
豊
は
島
村
九
代
目
を
継
承

し
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
没

し
て
い
る
。
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広
報
も
ば
ら
令
和
４
年
９
月
１
日

号
に
掲
載
し
た
「
小
松
光
春
」
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）
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「
白
山
比
咩
神
社
」
に
つ
い
て
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